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簡易 C-BUS 検査治具 

取扱説明書(2.00版) 
 

商標等の表記について      

・全ての商標および登録商標はそれぞれの所有者に帰属します。  
・パーソナルコンピュータの略号を PCとします。   

 

1. 概要 

本治具は、PC9801 シリーズ用拡張ボードの検査用です。PC-9801 シリーズ本体が無く

ても簡易な機能検査が行えます。±12V の電源供給も行えます(2 版以降)。 

 

【セット構成】 

・治具本体：RL78/G13 マイコン(32MHz クロック)により C-BUS 信号を制御 

・USB 変換ケーブル：PC との通信用 

・AC アダプタ：5V 2A 

 

【注意事項】 

・検査用ファームウェアは最新バージョンを書き込み済みです。 

購入後ファームウェアを更新するには別途 E1 あるいは E2 ライト等が必要です。 

・低速アクセスのためタイミング検査には適しません。 

・C-BUS コネクタは通常品のため、量産検査には適しません。 

 

【検査環境】 

 

 

  

検査用パソコン 

(別途準備必要) 

通信ソフト 

(Teraterm 等) 

検査対象基板 
簡易 C-BUS 

検査治具 

 

AC アダプタ 

(添付品) 
USB 変換ケーブル 

(添付品) 
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2. ボード諸元、関連資料 

項目 仕様 備考 

I/F C-BUS 100pin カードエッジコネクタ CN1  

UART 4 ピンヘッダ CN3 (USB 変換ケーブル接続用)  

デバッガ 14pin ピンヘッダ CN7 (E1/E2 ライト接続用)  

予備 8 ピンヘッダ JP11, GPIO 4 本(クロック, I2C, PWM)  

制御マイコン RL78/G13(32MHz, 64pin, ROM128kB, RAM12KB)  

ブザー 圧電サウンダ他励振タイプ 切離し可能 

LED 表示 4 個  

スイッチ タクト SWx4, DIP SWx1(4 極), 外部 SWx2  

電源 コネクタ 5V 用 DC ジャック, 電源出力用ピッヘッダ(CN2)  

消費電流 5V 2Amax. (検査対象基板含む)  

サイズ ボード本体 180 x140 突起含まず 

RoHS 非対応  

関連資料 

・回路図（PDF）、更新用ファームウェア（掲載ページ） 

 

 

3. ボード配置図 

 

 

 

  

デバッガ接続用 

ピンヘッダ CN7 

予備ポート JP11 

DC ジャック 

LED1～LED4 

ブザーおよび 
選択ジャンパ JP3 

GND 電源出力用ピッヘッダ 

C-BUS コネクタ CN1 

UART 通信用 CN3 

DIP SW 

タクト SW 

オプション 
ジャンパ JP12 

テスト端子 
TP1～TP10 

拡張端子 

TP11-TP14 

http://www2u.biglobe.ne.jp/~tequila/micon/gyoumu.html#seihin
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4. コネクタおよび入出力 

4.1. DC ジャック (J1) 

AC アダプタ用の DC ジャックです。 

入力電圧: 5V±5% 

消費電流: 検査対象ボードの 5V 消費電流＋1A(max. ±12V 電源分含む)。 

コネクタ: マル信製 MJ-179PH (適合プラグ径 2.1φ) 

極 性 : センター＋ 

 

 

4.2. ブザー選択ジャンパ (JP3) 

 ブザーを使用する場合は、1-2 間をショートします。 

 

  表 4.2-1 ジャンパ接続先一覧 

ピン番号 マイコンピン番号 マイコン端子機能 

1(△印) - -(ブザー側) 

2 21 P31 / TO03 

3 - - (無接続) 

 

 

4.3. デバッガ接続用コネクタ(CN7) 

 2.54 ピッチ・ピンヘッダです。E1 または E2 ライトケーブルを直結できます。 

 

  表 4.3-1 デバッガ接続用コネクタ信号配置 

ピン 

番号 

マイ 
コン 
ピン 

番号 

マイコン端子機能 

 
ピン 

番号 

マイ 
コン 
ピン 

番号 

マイコン端子機能 

1(右下) - -(無接続)  2 - -(GND) 

3 - -(無接続)  4 - -(無接続) 

5 5 P40 / TOOL0  6 - -(無接続) 

7 - -(無接続)  8 - -(電源 5V) 

9 - -(電源 5V)  10 6 RESET 

11 - -(無接続)  12 - -(GND) 

13 6 RESET  14 - -(GND) 

 

  



   

 

マイコン技研  MB2603-01A2.00  4 / 11 

4.4. 予備ポート (JP11) 

 2.54 ピッチのピンヘッダです。クロック、I2C、PWM などの用途に使用可能です。 

 

 表 4.4-1 予備ポート信号配置 

ピン 

番号 

マイ 
コン 
ピン 
番号 

マイコン端子機能 

 
ピン 

番号 

マイ 
コン 
ピン 
番号 

マイコン端子機能 

1(△印) - -(電源 5V)  2 3 TO04 (C-BUS SCLK) 

3 17 P60 / SCLA0  4 - 無接続 

5 18 P61 / SDAA0  6 - -(GND) 

7 4 P41 / TO07 (PWM)  8 - 無接続 

 

 

4.5. UART 通信コネクタ (CN3) 

2.54 ピッチ・ピンヘッダです。添付 USB 変換ケーブルを外向きで差し込みます。 

  適合コネクタ：2.54 ピッチ・4pin ソケット[秋月 FH-1x4SG/RH] 

  適合 USB 変換基板： [秋月 AE-FT234X] (裏面にソケット実装) 

 

 表 4.5-1 UART 通信コネクタ信号配置 

ピン番号 信号名 内容、接続先 

1(△印) 5V 無接続 

2 GND GND 

3 TXD (相手側) マイコン 59 番ピン(P03 / RxD1)に接続 

4 RXD (相手側) マイコン 60 番ピン(P02 / TxD1)に接続 

 

 

4.6. DIP SW (SW5) 

 アクティブ'L'入力です。用途は 5.3.1 項を参照してください。 

 

  表 4.6-1 DIP SW 接続先一覧 

SW 番号 マイコンピン番号 マイコン端子機能 

SW5-1 56 P20 

SW5-2 55 P21 

SW5-3 54 P22 

SW5-4 53 P23 
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4.7. タクト SW (SW1～SW4) 

 アクティブ'L'入力です。用途は 5.3.1 項を参照してください。 

 

  表 4.7-1 タクト SW 接続先一覧 

SW 番号 マイコンピン番号 マイコン端子機能 

SW1 52 P24 

SW2 51 P25 

SW3 50 P26 

SW4 49 P27 

 

 

4.8. オプションジャンパ (JP12) 

 2.54 ピッチのスルーホールランドです。デフォルトでは C-BUS MWE0 信号がマイコン

の P06 端子に接続してあります。 

 

  表 4.8-1 オプションジャンパ配置 

ピン番号 接続先  ピン番号 接続先 

1(左上) C-BUS NT0  2 C-BUS IOCHK0 

3 C-BUS INTA0  4 C-BUS NOWAIT0 

5 C-BUS MACS0  6 C-BUS CPKILL0 

7 C-BUS NMI0  8 C-BUS MWE0 

9 マイコン P06  10 C-BUS POWER0 

 

 

4.9. テスト端子(TP1～TP10) 

 オシロのプローブ接続用テスト端子です。C-BUS 信号の観測用です。 

 

  表 4.9-1 テスト端子配置 

番号 C-BUS 接続先  番号 C-BUS 接続先 

TP6 IOR  TP8 RESET 

TP5 IOW  TP4 MRC 

TP3 MWC  TP7 ALE 

TP2 IRQ  TP10 CPUENB 

TP9 BHE  TP1 IORDY 
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4.10. C-BUS コネクタ(CN1) 

  2.54 ピッチ・エッジカード・コネクタです。 

  左上が A1、右上が B1 

  左下が A50、右下が B50 

  一般的に部品面側が B 列なので、部品面が右側(外側)になるように検査対象基板を差し

ます。 

  SCLK には 8MHz を出力していますが、アクセス信号とは同期していません。 

 

 

4.11. 電源出力用ピンヘッダ(CN2) 

 2.54 ピッチ・ピンヘッダです。 

 

  表 4.11-1 電源出力用ピンヘッダ信号配置 

ピン番号 接続先 / 許容出力電流(検査対象ボード分含む) 

1(△印) +12V / 0.125A 

2 +5V / 1A 

3 GND 

4 -12V / -0.125A 

 

 

4.12. GND ポスト (JP2) 

 2.54 ピッチ・ピンヘッダです。3 ピンとも GND に接続してあります。 

 

 

4.13. LED1～LED4 

 アクティブ'L'で点灯します。用途は 5.3.1 項を参照してください。 

 

  表 4.13-1 LED 接続先一覧 

LED 番号 マイコンピン番号 マイコン端子機能 

LED1 1 P120 

LED2 2 P43 

LED3 19 P62 

LED4 20 P63 
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4.14. 拡張端子 TP11～TP14 

 外部 SW 入力等に使用する拡張端子です。用途は 5.3.1 項を参照してください。 

 

  表 4.14-1 拡張端子接続先一覧 

端子番号(上から順に) マイコンピン番号 マイコン端子機能 

TP12 32 P30 / INTP3 / SCK11 

TP14 34 P51 / INTP2 / SO11 

TP13 33 P50 / INTP1 / SI11 

TP11 9 P137 / INTP0 

 

 

5. 検査方法 

5.1. パソコン準備 

USB ポート付きのパソコンを用意し、通信ソフトをインストールしておきます。 

通信ソフトとして Teraterm を使う場合は、以下の設定を行います。 

端末設定：ローカルエコー有り、受信改行 LF, 送信改行 LF 

シリアルポート設定：115200bps、データ 8bit、パリティなし、ストップ 1bit、 

フロー制御なし 

   コピーと貼付け：貼付けの行間遅延 200ms(暫定) 

 

 

5.2. 接続および電源投入順序 

(1)電源および USB 変換ケーブルを外した状態で、検査対象ボードを CN1 に差込みます。 

(2)5V AC アダプタを接続します。C-BUS RESET0 信号は’L’を維持します。 

(3)パソコンの通信ソフトを立ち上げた状態で、USB 変換ケーブルを CN3 に接続します。 
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5.3. 検査コマンド 

5.3.1. ファームウェアのバージョン確認 

コマンド 応答 内容 

zv⏎ #zv nn.nn nn.nn：バージョン番号 

 

バージョンごとの機能は次の通りです。 

■02.00～02.09 

  LED1： デフォルトでは常に 1 秒周期で点滅します。SW1 により点灯/点滅を切り替え

可能です。 

 LED2： C-BUS RESET0 が 0(リセット中)の場合は点灯、1 の場合は消灯します。SW2

を押すと 1 回ごとに反転します(0←→1)。 

 LED3：C-BUS IRxx の立上がりエッジを検出すると点灯し、パソコンに検出報告すると

消灯します。手動報告モードの場合、SW3 を押すと報告を行います。 

 LED4：C-BUS IRxx の検出報告モードを自動に設定すると点灯します。デフォルトは手

動で、SW4 を押すごとに自動と手動が切替わります。 

 DIPSW：SW1～SW4 の機能のオンオフを設定します。例えば DIPSW-2 をオフにすると

SW2(リセット制御)が無効になりますので誤操作防止用として使えます。 

 ブザー：SW1～SW4 の押下時に鳴ります。 

 TP11 ：外部 SW 入力 1(EXTSW1)。ze コマンドで状態を確認します。 

 TP12 ：RFU 

 TP13 ：外部 SW 入力 2(EXTSW2)。ze コマンドで状態を確認します。 

 TP14 ：RFU 

 コマンド：zv(バージョン), zs(リセット), zw(メモリ書込み), zr(メモリ読出し),  

zo(IO 書込み), zi(IO 読出し), zq(割込み報告), zd(IORDY 報告), 

ze(外部 SW 状態報告) 
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5.3.2. リセット信号制御 

コマンド 応答 内容 

zs⏎ #zs ->0 または 1 現在の状態を表示 

zs 1⏎ #zs ->1 RESET0 信号を 1(H レベル)にする 

zs 0⏎ #zs ->0 RESET0 信号を 0(L レベル)にする 

 デフォルトでは RESET0 信号は 0(L レベル)です。 

 SW2 押下で RESET0 信号を反転することもできます。 

 

 

5.3.3. メモリ書込み、IO 書込み 

コマンド 応答 内容 

zw 書込み開始アドレス,書込みデータ⏎ #zw COMPLETED メモリ書込み 

zo 書込み開始アドレス,書込みデータ⏎ #zo COMPLETED IO 書込み 

書込み開始アドレス：10 進数または 16 進数(0x に続く 16 進文字)で指定 

書込みデータ：0x 無しで 16 進文字で 1～200 バイト分のデータを連続記述 

 

アドレスが奇数か偶数か、データ数が奇数か偶数かで以下の動作になります。 

アド

レス 

データ

数 

書込み方法 

偶数 偶数 全て 2 バイト単位書込み 

偶数 奇数 最後以外は 2 バイト単位書込み、最後の 1 バイトはバイト書込み 

奇数 偶数 最初と最後の 1 バイトはバイト書込み、途中は 2 バイト単位書込み 

奇数 奇数 最初の 1 バイトはバイト書込み、以降は 2 バイト単位書込み 

 

 

5.3.4. メモリ読出し、IO 読出し 

コマンド 応答 内容 

zr 読出し開始アドレス,データ数⏎ #zr 読出しデータ メモリ読出し 

zi 読出し開始アドレス,データ数⏎ #zi 読出しデータ IO 読出し 

読出し開始アドレス：10 進数または 16 進数(0x に続く 16 進文字)で指定 

データ数：1～200 のバイト範囲。10 進数または 16 進数(0x に続く 16 進文字)で指定 

読出しデータ：0x 無しで 16 進文字で指定データ数の読出しデータを連続記述 

 

アドレスが奇数か偶数か、データ数が奇数か偶数かによる動作の違いは、書込み時と同様

になります。 
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5.3.5. 割込み報告およびモード設定 

コマンド 応答 内容 

zq⏎ #zq nnnn, tttt  手動報告モードの場合の応答 

#zq ->1 自動報告モードの場合の応答 

zq 0⏎ #zq ->0 報告モードを手動に設定 (デフォルト設定) 

zq 1⏎ #zq ->1 報告モードを自動に設定 

 nnnn：前回の報告以降の割込み回数 

 tttt：最後に発生した割込みのシステム時刻(μs 単位)。nnnn がゼロの場合は無効。 

 

 自動報告の場合は、zq コマンドの手動応答と同じ書式で随時(最小 5ms 間隔で)報告が来

ます。コマンド入力途中であっても報告が割り込みます。コマンド入力には影響しないの

で、報告が割り込んだ場合でも気にせずに入力を続けてください。気になる場合は、別途

エディタでコマンドを作成して通信ソフトに貼付けてください。 

 手動報告の場合は、SW3 押下により報告を得ることもできます。 

 

 

5.3.6. IORDY 報告 

コマンド 応答 内容 

zd⏎ #zd nnnn IORDY 信号検出回数の報告 

 nnnn：前回の報告以降の IORDY 信号検出回数(立上りエッジ回数) 

 

エッジ検出はメモリ, IO および書込み/読出しの区別なくカウントします。切り分けたい

場合は、メモリ, IO をアクセスする前に zd コマンドでカウントをクリアしておき、カウ

ント対象となるアクセスを行った後に zd コマンドで回数を確認します。 

IORDY 信号が’L’の期間を測定したい場合は、テスト端子 TP1 をオシロで観測してくだ

さい。 

 

 

5.3.7. 外部 SW 状態報告 

コマンド 応答 内容 

ze #ze EXT1,EXT2 外部 SW(EXT1,EXT2)の状態報告 

 EXT1,EXT2：ON(L レベル),OFF(H レベル) 
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改訂履歴 

版 日付 記事 

初版 2026/6/2 新規作成 

 

 

 

1.01 2026/6/3 5.3.5 応答内容を一部修正 

 

 

 

1.02 2026/6/11 5.1 貼付けの行間遅延追記 

 

 

 

2.00 2026.6.24 全般：±12V 電源に関する記述を変更 

5.3.2 コマンド修正 

5.3.7 外部 SW 状態報告を追加 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 


